
会 期 2019年10月26日(土)～11月23日(土･休)
開館時間 9:00～16:30
入 館 料 無 料
会 場 大阪樟蔭女子大学田辺聖子文学館
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第13回 大阪樟蔭女子大学田辺聖子文学館特別企画展
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但し、10月27日(日)・11月4日(月･休)･11月23日(土･休)は開館

大阪樟蔭女子大学 田辺聖子文学館
所 在 地 〒577-8550 東大阪市菱屋西4-2-26

大阪樟蔭女子大学 図書館内

開 館 時 間 9:00～16:30

休 館 日 日曜・祝日・大学の休業日

入 館 料 無料

お問い合せ/ Tel 06-7506-9334 Fax 06-6723-8387

お申し込み E-mail bungakukan@osaka-shoin.ac.jp

URL http://bungakukan.osaka-shoin.ac.jp

第13回 大阪樟蔭女子大学田辺聖子文学館特別企画展

田辺聖子追悼展
わたしたちにとって田辺聖子とは何だったのか

会期 2019年10月26日(土)～11月23日(土･休)

記念講演会

11月９日(土)13:30～14:30

「田辺聖子と万葉集」
講師 大阪樟蔭女子大学学芸学部国文学科教授

田辺聖子文学館副館長

中 周子

会場 大阪樟蔭女子大学図書館３階 393教室
会費 無料
定員 30名（申込先着順）

ギャラリー・トーク
【ひがしおおさか体感まち博2019対象事業】

11月４日(月･休)13:30～14:30

「いまだから浸りたい田辺文学の世界」
学芸員 住友元美

会場 大阪樟蔭女子大学田辺聖子文学館
会費 無料
定員 20名（申込先着順）

スタンプラリー
【かんさい・大学ミュージアムネットワーク対象事業】

開催中～2020年1月末日

＊スタンプ台紙は加盟各館でお受け取りください。
加盟大学ミュージアムのスタンプを15個を集めた
方にはプレゼントを差し上げます。 参加は無料！

共催イベント
【大東市立中央図書館】

10月１日(火)～11月９日(土)
特別展示「田辺聖子の仕事」

会場 大東市立中央図書館

＊詳細は、同館(℡：072-873-3523)へ
お問い合せください。

要 申 込

要 申 込

講演会とギャラリートークへのご参加については、お申し込み
が必要です。標題に希望イベント名（講演会またはギャラリー
トーク）をご記入のうえ、氏名・連絡先(電話番号またはE-mail
アドレス)を明記し、Fax・E-mailのいずれかでお申し込みくだ
さい。締切はイベント開催日の3日前です。

申込方法

●近鉄奈良線「河内小阪」駅下車 西へ徒歩 4分（約 300m）
● JR おおさか東線「 JR 河内永和」駅下車 東へ徒歩 5 分（約 400m）

田辺聖子さんが2019年6月6日に逝去されました。

最初の単行本『花狩』刊行から60年、「感傷旅行」で
センチメンタル・ｼﾞｬｰﾆｲ

芥川賞を受賞されてから55年、田辺聖子さんは作家

として第一線で活躍し続け、幅広い作品のかずかずを

世に送り出されてきました。田辺聖子さんの作品に

登場する人物の言葉や存在－それは、まさに田辺

聖子さんそのものですが－に、どれだけの人が、

夢や勇気、笑いや涙をもらい、困難を乗り越える力と

してきたことでしょう。

田辺聖子追悼展として開催する本展では、田辺聖子

さんが遺された膨大な作品のなかから、できるだけ

多様な作品を選び、展示することを心懸けました。

本展が、読者ひとりひとりにとって「田辺聖子とは

何だったのか」と思いを馳せるきっかけとなり、

また、新たな田辺作品との出会いの場となることを

期待しております。

展示資料

田辺聖子直筆原稿

「新源氏物語」 「言い寄る」

「道頓堀の雨に別れて以来なり 水府泡幻」

「姥勝手」

その他、エッセイ等


